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◆大阪大学
中之島センター

中之島
入口 

土佐堀
出口 

浄正橋 

肥後橋南 

出入橋東 

渡辺橋 
南詰 

田蓑橋 
南詰 玉江橋

南詰

 

土
佐
堀
通

京
阪
中
之
島
駅

京阪渡辺橋駅

サントリー
りそな
銀行

至野田

ホテル
阪神

至尼崎

出入橋

ＮＴＴ

大阪中之島
合同庁舎
（検察庁）

堂島リバー
フォーラム

堂島クロス
ウォーク

朝日放送

関電
病院

大阪国際会議場

リーガ
ロイヤル
ホテル 大阪市立

科学館

国立国際
美術館

土
佐
堀
川

関電
ビル

中之島通り

堂島川

朝日
新聞

ＪＲ

新福島駅

阪神福島駅

JR
福島駅

桜橋

医療国際化シンポジウム

〒650-0037神戸市中央区明石町18-1泰和ビル8F  TEL:078-392-2006一般社団法人医療国際化推進機構 国内事務局　E-mail: imsa@imsaj.com

ご氏名 ご所属先・役職 ご紹介者様

※ご紹介者様がおありの場合は御記入ください

TEL FAX E-mail 情報交換会

参加  ・  不参加
※どちらかに〇をおつけください

主催：一般社団法人医療国際化推進機構

― 新たな国際医療産業創出へのチャレンジ ―

２０１３年９月７日 (土）１７：３０－２０：２０　シンポジウム （受付１７：００～）
２０：３０－２１：３０　情報交換会

 ： 場　会 大阪大学中之島センター

必要事項を記入の上、下記事務局までFAX又はE-mailにてお送りください。

第２部 情報交換会   20:30 -21:30　　
9階 交流サロン「サロン・ド・ラミカル」

第１部 シンポジウム   17:30 -20:20 7階 703号室

●京阪中之島線 中之島駅より 徒歩約５分

　渡辺橋駅より 徒歩約５分

●阪神本線 福島駅より 徒歩約９分

●JR東西線 新福島駅より 徒歩約９分

●JR環状線 福島駅より 徒歩約１２分

●地下鉄四つ橋線 肥後橋駅より 徒歩約１０分

会場アクセス

お申し込み

「再生医療の実用化・
　　　　　　　 産業化に向けて」

「新しい医療国際協力について」
「総合健診車を使っての
　 海外医療産業の展開の可能性」

　
一般社団法人Medical Excellence JAPAN

理事長　山本修三
経済産業省　製造産業局

生物化学産業課長　江崎禎英
社会医療法人財団エム・アイ・ユー 麻田総合病院

理事長　麻田ヒデミ

１ ２ ３

シンポジウム・情報交換会  参加費10,000円
　 　  ）円000,6  合場の加参みのムウジポンシ（ 
※当日受付でお支払いください。

大阪大学中之島センター
 大阪市北区中之島4-3-53

 TEL:06-6444-2100

◆大阪大学
中之島センター

後援：経済産業省近畿経済産業局
　　　在大阪ベトナム社会主義共和国総領事館　中華人民共和国駐大阪総領事館
協力：医師とファミリーの情報誌「Ｈｅｌｌｏ！ Ｄｏｃｔｏｒ」

<プロフィール>

瀬戸健診クリニック 所長, 香川県立保健医療大学
健診検査学 非常勤講師

1971年3月 東京女子医科大学卒業
　　　7月 医師国家試験合格(医籍：211589号)
1971年4月 大阪大学医学部放射線科 入局
1974年4月 麻田総合病院 内科勤務
1984年4月 四国健診センター

(現 瀬戸健診クリニック)設立 所長就任
1998年　 産業医科大学産業医学基本講座　終了

　

　　　　 産業医 取得
2001年3月 医療法人財団エム・アイ・ユー

麻田総合病院 理事長 就任

<講演内容>

<プロフィール>
日本病院会名誉会長, 慶應義塾大学医学部客員教
授,元アジア病院連盟会長,内閣官房健康・医療戦
略参与,ＭＥＪ理事長
1959年 3月 慶應義塾大学医学部卒業
1964年 3月 同大学院医学研究科終了
　　　 4月 慶應義塾大学医学部外科学教室入局
1973年11月 済生会神奈川県病院　外科医長
1990年 6月 院長
2004年 4月 日本病院会会長
2010年 5月 日本病院共済会代表取締役

<講演内容>

<プロフィール>

<講演内容>

済生会神奈川県病院　

再生医療は、手術や投薬などの従来の手法では治療
が困難とされる疾病の根本治療に路を開くものであ
り、拡大の一途をたどる社会保障費の抑制にも貢献
する可能性がある。しかしながら、我が国の再生医
療は、研究レベルでは世界トップレベルにあるもの
の、再生医療製品の実用化は欧米や韓国と比べ著し
く少ない状況。
講演では、我が国の再生医療の実用化を促進するた
め必要な制度改革を中心に政府の取組を紹介する。

安倍首相の経済成長戦略に医療分野の重要性が位置
づけられ、内閣官房内に健康・医療戦略室が設置さ
れた。その参与会議で二本の柱が示された。一つは
日本型ＮＩＨの創設、もう一つは官民一体となった
医療の国際協力の推進である。後者は、過去に外国
に学び、国民皆保険を背景に独特の医療を育んでき
た、わが国の良き医療サービスを、パッケージとし
て、それを必要とする国に、求める形で提供してゆ
く事業である。
これを推進する民間の組織としてスタートした、新
ＭＥＪについて述べる。

当法人は年間約10万例の健診を実施し、全データを
約30年に渡り蓄積・分析している。中国ではすでに
健診をビジネスとして捉えており、健診実施からデ
ータ活用まで事業全般へのコンサルタントの希望が
多い。健診は医療機器など周辺産業との連携が不可
欠であり、新たなビジネス展開が可能である。今後
経済発展が見込まれる新興国においては特に需要が
高まる分野でもあり、健診事業は日本の医療産業を
パッケージ化して輸出するためのひとつの有効な手
段であると考えられる。

1989年 3月 東京大学教養学部卒業
       4月 通商産業省（現経済産業省）入省
1991年 6月 大蔵省証券局総務課
1996年 7月 英国SUSSEX大学大学院
1997年12月 欧州委員会産業総局（DGⅢ）
2000年 1月 内閣官房内閣内政審議室
　　　　　　 個人情報保護担当室
2005年 9月 資源エネルギー庁
　　　　　　 エネルギー政策企画室 室長
2009年 4月 岐阜県商工労働部 部長
2012年 4月 経済産業省製造産業局
　　　　　　 生物化学産業課 課長

共催：滋慶学園グループ　株式会社健康都市デザイン研究所


